
１．参加事業体の所在府県

府県 石川県 福井県 三重県 滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県

回答数 3 3 2 0 1 0 6 7

府県 和歌山県 鳥取県 島根県 岡山県 広島県 山口県 未回答 合計

回答数 5 2 0 1 4 2 1 37

２．本日の意見交換会等について

（１）意見交換会全体の時間

（２）開催時期について

（悪かった理由）

（３）資料の内容

「令和５年度 森林土木関連事業体との意見交換会」

事後アンケート集計結果

・12月頃を希望。補正等の発注前に変更点を周知し

てほしい。

・年度末ぎりぎりはなるべくさけていただきたい。

・１月下旬

・年度末

・担当者の移動が終わった後に（５～６月ごろ）に

してほしい。

11%

81%

8%
かなり⾧かった

少し⾧かった

丁度よい

少し短かった

短かった

回答なし

84%

16%
良かった

悪かった

回答なし

22%

51%

22%

5%
とてもわかりやすい

わかりやすい

普通

わかりにくい

とてもわかりにくい

回答なし



（４）説明内容

ア 入札、契約制度に係る留意点等 イ 森林土木工事の発注について

ウ 森林土木事業に関する情報提供 エ 発注者綱紀保持について

オ 請負事業体の労働災害防止について

（５）事前アンケートおよび意見交換について （６）意見交換会に参加して

35%

54%

8%

3%
よく理解できた

理解できた

普通

あまり理解できなかった

理解できなかった

回答なし

38%

49%

13%

よく理解できた

理解できた

普通

あまり理解できなかった

理解できなかった

回答なし

35%

54%

11%
よく理解できた

理解できた

普通

あまり理解できなかった

理解できなかった

回答なし

49%
40%

11%
よく理解できた

理解できた

普通

あまり理解できなかった

理解できなかった

回答なし

40%

46%

11%

3%
よく理解できた

理解できた

普通

あまり理解できなかった

理解できなかった

回答なし

27%

49%

21%

3%
とても良かった

良かった

普通

あまり良くなかった

良くなかった

回答なし

22%

70%

5% 3%
とても良かった

良かった

普通

あまり良くなかった

良くなかった

回答なし



 

 

３．意見交換会の内容は今後の受注に活かされますか。また他に知りたい情報があればご記入下

さい。 

 

・施工者側の意見を聞いていただける大変有意義な会議だと思います。理屈が通った場合改善

されることを望みます。 

・内容は十分に理解できました。確認され可能な案件については早期に実施されるようにお願

いします。 

・活かされました。各社各地域において、ICT 活用が盛んに実施していることが分かりました。 

・受注に活かしたい。 

・活用します。 

・今後の受注及び現場管理に活かしていきたい。 

・活かします。 

・種々のご意見、たいへん参考になりました。今後の受注に活用させていただきます。 

・活かせる所もあるかと思います。 

・意見交換会の内容は良かったが、受注には活かされない内容である。 

 

 貴重なご意見ありがとうございます。 

 

 

・簡易な施工計画について 

 評価者がどのレベルまで求めておられるのか「例題」等で模範文書を教えていただきたい。 

  

例題で模範文書を例示することはできません。 

回答に対する評価については、課題への対応が施工箇所の環境条件を踏まえた内容となってい

るか、森林整備保全事業標準仕様書等と比較して工夫がみられるか等により評価することになっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

４．その他、ご意見・ご要望があればご記入下さい。 

 

・今後も意見交換会は行って下さい。 

・現時点、特にございません。ありがとうございました。 

・他者の意見を聞くことで、勉強になりました。 

・ハイブリッドでの開催は参加しやすくて良いと思います。 

・資料を全て読み上げるだけの方が多かった。ポイントを絞ってほしい。 

・コンプライアンスについては毎回教育していただき、知識が十分と身に付きました。少し割

愛した説明にしていただきたいです。 

・入札資格に関する柔軟な対応をお願いします。 

・ブロック会議において、各署との意見交換や意識の共有、向上を目指したものができたら、

現場レベルの意見交換がもっとできると思います。 

・署の職員と協議が出来る様、局も協力して欲しい。 

・ICT を実施し設計でみてほしい。 

・山間部・遠隔地における急峻な現場での施工の為、施工業者との協議には、今後も柔軟に対

応していただきたい。 

・作業道にはなるべく二次製品等（コンクリート）を使用せず生コンの使用の少ない工法にし

てもらいたい。 

 

 貴重なご意見・ご要望ありがとうございます。 

 

 

・参加技術者の実績は代理経験で行程・品質等の２つの管理実績を求めていますが、１級土木

資格保持者であれば参加可能として頂きたい。 

 

配置予定技術者については、過去 15 年間の同種工事従事実績が必要となっています。 

１級土木施工管理技士等資格保持のみでの配置の可否については、地域の状況や応札状況等を

見ながら検討してまいります。 

 

 

・治山土木の土の配分の仕方で大半は上流側へ置くようになっていて、バックホウで埋戻だけ

の設計になっていると想いますが、実際には床堀の土で作業ヤードを作成し上流側へ埋戻する

にはクローラーダンプ等で運搬しなければならない。また機械が行くことができない場合はク

レーンを使用して運搬しなければならない。現況に合わせて設計変更してほしい。 

 

 資材運搬路など現場実態との相違があった場合は、 監督職員と協議をお願いします。 

 

 


